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【手続補正書】
【提出日】平成20年3月24日(2008.3.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シタロプラム、若しくはエスシタロプラム、又は薬学的に許容可能なその塩、溶媒和物
、多形体、若しくは水和物を有効成分として含む、片頭痛の治療又は予防用医薬。
【請求項２】
　片頭痛が、前駆症状のない又は前駆症状のある片頭痛である、請求項１に記載の医薬。
【請求項３】
　シタロプラム、若しくはエスシタロプラム、又は薬学的に許容可能なその塩、溶媒和物
、多形体、若しくは水和物を有効成分として含む、緊張性頭痛の治療又は予防用医薬。
【請求項４】
　緊張性頭痛が、慢性の緊張性頭痛である、請求項３に記載の医薬。
【請求項５】
　緊張性頭痛が、偶発性緊張性頭痛である、請求項３に記載の医薬。
【請求項６】
　シタロプラム、若しくはエスシタロプラム、又は薬学的に許容可能なその塩、溶媒和物
、多形体、若しくは水和物を有効成分として含む、群発頭痛の治療又は予防用医薬。
【請求項７】
　シタロプラム、若しくはエスシタロプラム、又は薬学的に許容可能なその塩、溶媒和物
、多形体、若しくは水和物を有効成分として含む、頭痛疾患関連の痛みの治療又は軽減用
医薬。
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【請求項８】
　頭痛疾患が、片頭痛、緊張性頭痛、又は群発頭痛である、請求項７に記載の医薬。
【請求項９】
　シタロプラム、又は薬学的に許容可能なその塩、溶媒和物、多形体、若しくは水和物を
有効成分として含む、請求項１～８のいずれか一項に記載の医薬。
【請求項１０】
　エスシタロプラム、又は薬学的に許容可能なその塩、溶媒和物、多形体、若しくは水和
物を有効成分として含む、請求項１～８のいずれか一項に記載の医薬。
【請求項１１】
　ラセミ体の若しくは光学的に純粋なシタロプラム代謝物質、又は薬学的に許容可能なそ
の塩、溶媒和物、多形体、若しくは水和物を有効成分として含む、片頭痛の治療又は予防
用医薬。
【請求項１２】
　ラセミ体の若しくは光学的に純粋なシタロプラム代謝物質、又は薬学的に許容可能なそ
の塩、溶媒和物、多形体、若しくは水和物を有効成分として含む、緊張性頭痛の治療又は
予防用医薬。
【請求項１３】
　緊張性頭痛が、慢性の緊張性頭痛である、請求項１２に記載の医薬。
【請求項１４】
　緊張性頭痛が、偶発性頭痛である、請求項１２に記載の医薬。
【請求項１５】
　ラセミ体の若しくは光学的に純粋なシタロプラム代謝物質、又は薬学的に許容可能なそ
の塩、溶媒和物、多形体、若しくは水和物を有効成分として含む、群発頭痛の治療又は予
防用医薬。
【請求項１６】
　前記方法がラセミ体の若しくは光学的に純粋なシタロプラム代謝物質、又は薬学的に許
容可能なその塩、溶媒和物、多形体、若しくは水和物を有効成分として含む、頭痛疾患関
連の痛みの治療又は軽減用医薬。
【請求項１７】
　頭痛疾患が、片頭痛、緊張性頭痛、又は群発頭痛である、請求項１６に記載の医薬。
【請求項１８】
　シタロプラム代謝物質が、デスメチルシタロプラム、ジデスメチルシタロプラム、若し
くはシタロプラムプロパン酸、又は薬学的に許容可能なその塩、溶媒和物、多形体、若し
くは水和物である、請求項１１～１７のいずれか一項に記載の医薬。
【請求項１９】
　シタロプラム代謝物質が、（±）－デスメチルシタロプラム、光学的に純粋な（＋）－
デスメチルシタロプラム、若しくは光学的に純粋な（－）－デスメチルシタロプラム、又
は薬学的に許容可能なその塩、溶媒和物、多形体、若しくは水和物である、請求項１１～
１７のいずれか一項に記載の医薬。
【請求項２０】
　シタロプラム代謝物質が、（±）－ジデスメチルシタロプラム、光学的に純粋な（＋）
－ジデスメチルシタロプラム、若しくは光学的に純粋な（－）－ジデスメチルシタロプラ
ム、又は薬学的に許容可能なその塩、溶媒和物、多形体、若しくは水和物である、請求項
１１～１７のいずれか一項に記載の医薬。
【請求項２１】
　前記有効成分の治療的有効量が、約０．５ｍｇ／日～約５００ｍｇ／日の範囲にある、
請求項１～２０のいずれか一項に記載の医薬。
【請求項２２】
　前記有効成分の治療的有効量が、約１ｍｇ／日～約２５０ｍｇ／日の範囲にある、請求
項１～２０のいずれか一項に記載の医薬。
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【請求項２３】
　前記有効成分の治療的有効量が、約５ｍｇ／日～約１００ｍｇ／日の範囲にある、請求
項１～２０のいずれか一項に記載の医薬。
【請求項２４】
　前記有効成分の治療的有効量が、経口的に投与される、請求項１～２０のいずれか一項
に記載の医薬。
【請求項２５】
　前記有効成分の治療的有効量が、カプセル又は錠剤の形態で投与される、請求項２４に
記載の医薬。
【請求項２６】
　前記有効成分の治療的有効量が、非経口的に投与される、請求項１～２０のいずれか一
項に記載の医薬。
【請求項２７】
　シタロプラム、若しくはエスシタロプラム、又は薬学的に許容可能なその塩、溶媒和物
、多形体、若しくは水和物を有効成分として含む、片頭痛の病気の予防用の医薬。
【請求項２８】
　ラセミ体の若しくは光学的に純粋なシタロプラム代謝物質、又は薬学的に許容可能なそ
の塩、溶媒和物、多形体、若しくは水和物を有効成分として含む、片頭痛の病気の予防用
の医薬。
【請求項２９】
　人間用である請求項１～２８のいずれか一項に記載の医薬。
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